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今年もふれあい広場（船坂収穫祭）の季節がやってきました。
今年のふれあい広場は、船坂に住む住民たちで粛々と開催しようということとなりました。
ご家族、友人、知人お誘いあわせの上、多数ご参加いただきますようご案内いたします。

１０月２３日（日）はふれあい広場へ行こう！

日 時 １０月２３日（日）午前１０時から午後１時３０分
場 所 旧船坂小学校運動場（雨天の場合、体育館）
内 容
・出店予定
手打ち蕎麦、船坂の野菜・米、
お菓子、ジャム、
クッキー・カレーライス、
焼肉タレ、その他

・午後１時からは、豪華商品の当るビンゴゲーム大会も予定してます。

さわやかトークで井戸兵庫県知事
９月２５日（日）、井戸県知事が船坂を訪問され、ビエンナーレ役員たちとの「さわやかトーク」が行わ
れました。「さわやかトーク」は、１時間３０分の間行われ、終始なごやかな雰囲気で進められました。
推進委員会事務局長からビエンナーレの概要を説明したあと、
知事自ら、出席者にビエンナーレで果たした役割などを質問さ
れ、各役員がそれぞれ答えました。知事からは、「西宮市長から
支援内容の言質をとったらいい」「農業支援策は県民局長に頼
んだらいい」「プロローグが１００万円、去年が３００万円やったら、
来年は１０００万円欲しいところだな」「３年続けば５年、５年続け
ば１０年続く。来年もビエンナーレをぜひ頑張って開催してくだ
さい」などと、冗談も交えながら激励の言葉がありました
西宮市文化部長、兵庫県会議員４名も参加され、終了後、参加者全員の記念撮影が行われました。

・西宮さくらんぼ合唱団の太鼓演奏もお楽しみください。
・幅広い年齢層で楽しめるスナッグゴルフ（超簡易版ゴルフ）もあります。

画像削除



土と火と、実りの里の芸術祭 2011in船坂

９月半ばから始まった土をテーマにした展覧会、土と火と、実りの里の芸術祭2011 in船坂」が
この10月1日に閉幕しました。

再生中の古民家にて行われて
いたイベント「フィリップのワラビモ
チと澱粉の不思議ワークショッ
プ」にも参加され、今回のイベント
を満喫してお帰りになられたよう
です。連日のランチやカフェも大
好評で、売り切れが続出するほど
でした。
今回いろいろな面でご協力い
ただいた皆さまに深く感謝してい
ます。本当に有り難うございまし
た！
今回のイベントを通じて船坂が
ますます活性化していくのが楽し
みです。（岡田安紀子）

蕎麦打ちの皆さんと西宮市長

糀窯長瀬真弓さんの作品
船坂陶芸クラブの皆さんの作品

期間中、台風の影響を受けたりしましたが、おかげ
さまで連日たくさんの方々にお越しいただくことが出
来ました。
多い日では一日400人を超える来場者で会場と
なった旧船坂小学校は活気にあふれました。
17日には河野昌弘西宮市長がお見えになり、蒸し
暑い中いろいろな質問をされながら会場の作品を丁
寧にご覧になっていました。展示を見られた後、船
坂手打ち蕎麦を召し上がられ「非常においしい！」と
のお言葉を頂きとても嬉しかったです。

お知らせ
・ビエンナーレ参加作家の吉井貞俊さん（あの流麗な船坂絵巻を展示されていた作家さんです）が、
１１月にカフェ・レストラン「アリス」で個展を開催されます。
・新年１月号から、坂田芳郎さんの「船坂の民話」（１０回程度の連載）が始まります。今回は挿絵付
きでの連載を計画中。ご期待くださいませ。

画像削除



船坂寒天づくりの回想（５）
宮本 守

船坂の冬の風物詩だった「寒天干し場」

昼間、凍解した寒天

氷を削って撒く「凍て取り作業」

船坂の冬の風物詩だった「寒天干し場」
寒天づくりは冬場の冷たい仕事です。休憩時
間に暖を取り、ゆっくり休める部屋が火床です。
火床はいつも火が燃えており、仕事の合間に
談笑したり昼寝をしたりする憩いの部屋です。
身体が冷え切った時、火床に入ると天国に来た
ような気がします。

〇憩いの部屋『火床（ひどこ）』

寒天にもボケがあります。天然の細寒天づくりの中で、一番
辛くて神経を使う大変な仕事は、「凍て取り(いてとり)」作業で
す。気温が氷点下（０℃）になった時、トコロテンの表面に氷の
粉末をまいて表面から一気に凍らせます。この作業が遅れると
トコロテンは芯の部分から凍り、組織が破壊されてしまって、見
た目の悪いスポンジ状の寒天になってしまいます。

〇『ボケた寒天』

干場に広げられたトコロテンは、夜間、温度計
を見ながら温度が氷点下（０℃）にさがるのを待
ちます。氷点下（０℃）にさがると、トコロテンの表
面に氷の粉末をまいて一気に凍らせます。氷の
粉末は、大きな氷を抱え持って、ノコギリ鎌で氷
を削って撒きます。この作業を凍て取り(いてと
り)[※中央の写真]と云います。
薄褐色のトコロテンは、夜間は凍結、昼間は氷
解の工程を繰り返して乾燥していくうちに、透き
通るような、真っ白な、艶のある寒天に生まれ変
わって行きます。凍結したトコロテンは、約２週
間程かかって乾燥した寒天になります。

６）凍結・乾燥６）凍結・乾燥６）凍結・乾燥６）凍結・乾燥

「てん出し」・「凍て取り」・「乾燥」これ等干場での一連の作
業は、釡脇さんの指揮で行われます。

この寒天を『ボケた寒天』と言い、ときどき『ボケ
た寒天』ができます。棟梁さんが「このボケが！」
と怒る姿が目に浮かびます。



出展希望者は２月２７日（日）に集まってください！
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船坂のサークル活動

編集者の
つぶやき

なかなか痩せません。まぁ痩せるつもりもないんです
が（汗）。ところが、世は国をあげての健康ブーム。
健康診断では痩せろ痩せろの一点張りで、まるで長
生きを強制させるかのよう。こうなったらメタボ体型で
１００歳まで生きて、他の痩せてる健康な方々より意
地でも長生きしてやる～！！と、バカなことを考える
秋の夜長でありました。 （中西学）

１０月２３日（日）１０月２３日（日）１０月２３日（日）１０月２３日（日） 午後６時から午後６時から午後６時から午後６時から
￥３，０００￥３，０００￥３，０００￥３，０００

ピアノとベースによるピアノとベースによるピアノとベースによるピアノとベースによる
ジャズコンサートジャズコンサートジャズコンサートジャズコンサート

１０～１１月の船坂カフェ・ランチ
船坂コミュニティルームでは、船坂カフェ、船坂ランチ、歌声の集い等を催しています。
ランチは船坂の野菜を出来るだけ使うようにしています。数に限りがありますが、たくさんの方に食べ

ていただきたく頑張っていますので一度来て下さい！ １食３００円です。
船坂カフェは、コーヒー・紅茶・ジュースどれでも２００円です。手作りケーキが焼けた日は１００円ケー

キもあります。
なお、日没が早くなるため、１１月１日からコミュニティセンター（旧船坂小全体）の利用は午後４時ま

でとさせていただきますので、ご承知のほどよろしくお願いいたします。。

ＪＡふれあい会館で１０月２８日まで平日９時～１５時の間、開催しております。出展者は次の方々です。

※基本的に、毎月の第１・第３日曜日は船坂カフェ（プラス時々催し）、第２・第４日曜日は船坂ランチ

としていますが、地域行事優先としていますのでご了承ください。

１０月 ９日（日）１２：００～ランチ １０月１６日（日）１３：００～歌声、１４：００～カフェ

１０月２３日（日）ふれあい広場 １１月 ６日（日）１４：００～カフェ

１１月１３日（日）１２：００～ランチ １１月２０日（日）１３：００～歌声、１４：００～カフェ

（旧船小管理運営委員会）

第５回趣味の作品展にどうぞ

花が咲いたなら、お花見。収穫の前には、友人

とおしゃべりをしながら鳥の番。収穫の日には、

おいしいお茶と焼きたてのアップルパイで収穫

に感謝してお祝いをする。

今年、リンゴの木を植えることにしました。何年

か先、我が家においしいリンゴが実りますよう

に。。（鮫貝季子）

水墨画：宮本和子、島津久美子、中西博子 絵手紙：牧野いつ子、椴木三重子
貼り絵：北福康子 紅型：坂田礼子
戸塚刺繍：大前秀子 仏像彫刻：横垣内忠男
木彫：坂本 茂 盆栽：大前忠司

（船坂文芸サークル）


